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0 20 40 60 80 100（％）

現実

希望優先度 16.8 20.8 2.42.42.4 31.4 4.74.74.7 7.1 15.5 1.41.41.4

37.7 18.9 3.03.03.0 22.3 5.25.25.25.2 6.01.71.71.7

現
代
社
会
に
お
い
て
男
性
は
「
仕
事
」、
女
性
は
「
育
児
・
家
事
」
を
す
る
と
い
う
意
識
は
私
た

ち
の
中
に
潜
在
的
に
根
付
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
男
性
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
の
実
情
に
つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

表
１
は
各
国
の
Ｇ
Ｇ
Ｉ
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
）
の
順
位
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
と
は
ス
イ
ス
の

非
営
利
財
団
「
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
独

自
に
算
定
し
た
も
の
で
、
４
分
野
（
経
済
・
教

育
・
保
健
・
政
治
）の
デ
ー
タ
か
ら
構
成
さ
れ
、

男
女
格
差
を
測
る
指
数
で
す
。日
本
は
、１
４
２

か
国
中
１
０
４
位
で
、
特
に
政
治
・
経
済
分
野

で
の
格
差
が
大
き
く
、
総
合
順
位
が
低
い
状
況

で
す
。
国
際
的
に
見
て
、
日
本
が
比
較
的
に
男

女
格
差
の
大
き
な
国
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
に
表
２
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
グ
ラ

フ
は
男
性
を
対
象
と
し
た
仕
事
と
生
活
の
調
和

に
関
す
る
希
望
と
現
実
に
つ
い
て
調
査
し
た
も

の
で
す
。
現
実
に
、「
仕
事
」
が
優
先
の
生
活

に
な
っ
て
い
る
者
の
割
合
が
一
番
高
く
、
全
体

の
３７
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
、「
仕

事
」を
優
先
し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
者
は
１６
・

８
％
で
あ
り
、
現
実
の
割
合
の
半
分
以
下
に

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、「
仕
事
」
と
「
家

庭
生
活
」
を
と
も
に
優
先
し
た
い
と
希
望
し
て

い
る
者
は
全
体
の
３１
・
４
％
で
あ
り
、
現
実
の

割
合
が
希
望
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
家
事
や
子

育
て
に
積
極
的
に
関
わ
り
た
い
し
、
仕
事
も
手

を
抜
き
た
く
な
い
と
考
え
る
男
性
が
多
く
い
る

一
方
で
、
現
実
的
に
は
仕
事
を
優
先
せ
ざ
る
を

得
ず
、
家
庭
生
活
の
時
間
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

GGI値
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102
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経済
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政治

男性のワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）男性のワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）

男
性
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

男
性
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

男
性
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

表1 GGI（ジェンダー・ギャップ指数）の国際比較

世界経済フォーラム“The Global Gender Gap Report 2014”より作成

※各分野のデータ
○経済分野：労働力率、同じ仕事の賃金の平等性、

所得の推計値、管理職に占める比率、
専門職に占める比率

○教育分野：識字率、初等・中等・高等教育の各在学率
○保健分野：新生児の男女比率、健康寿命
○政治分野：国会議員に占める比率、閣僚の比率、

最近50年の国家元首の在任年数

分野ごとの日本の順位

■□「仕事」を優先
■□「家庭生活」を優先
■□「地域・個人の生活」を優先
■□「仕事」と「家庭生活」をともに優先
■□「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先
■□「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先
■□「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先
■□ わからない

※「希望優先度」は「希望に最も近いもの」、「現実」は「現実（現状）に最も近いもの」への回答。

資料：内閣府「平成26年版 男共同参画白書」（平成26年6月）

表2 仕事と生活の調和に関する希望と現実の推移（男性 平成24年）
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19 20 21 22 23 24（年度）

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0

（％）

1.56
1.23

1.72
1.38

2.63

1.89

仕
事
も
家
庭
生
活
も
両
方
頑
張
り
た
い
と
希

望
し
て
い
る
が
、
仕
事
が
優
先
に
な
っ
て
い
る

男
性
の
状
況
を
表
す
の
が
、
表
３
で
示
し
た
男

性
の
育
児
休
業
取
得
率
の
低
さ
で
す
。
男
性
の

育
児
休
業
取
得
率
は
平
成
２４
年
度
に
お
い
て

１
・
８９
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
育
児
休
業

を
取
り
づ
ら
い
雰
囲
気
の
職
場
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。「
育
児
休
業
を
取
る
男
性
は
結
果
が

出
せ
な
い
」、「
仕
事
に
対
す
る
意
欲
が
低
い
」

な
ど
と
、
上
司
か
ら
の
評
価
が
下
が
る
こ
と
が

気
に
な
り
、
育
児
休
業
を
取
り
た
い
と
い
う
希

望
が
あ
っ
て
も
、
取
得
に
踏
み
切
れ
な
い
の
が

現
状
で
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
育
児
を
積
極
的
に
行
う

男
性
「
イ
ク
メ
ン
」
や
イ
ク
メ
ン
を
支
持
す
る

「
イ
ク
メ
ン
企
業
」
を
社
会
全
体
に
広
め
る
た

め
、「
イ
ク
メ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
平
成
２５
年
７
月
に
は
、
男
性
の
育

児
参
画
を
積
極
的
に
促
進
し
つ
つ
、
業
務
改
善

を
図
る
企
業
を
表
彰
す
る
「
イ
ク
メ
ン
企
業
ア

ワ
ー
ド
」
を
創
設
し
、
男
性
社
員
の
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）

を
促
進
で
き
る
よ
う
、
企
業
へ
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生

活
の
調
和
）
は
い
ろ
い
ろ
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
企
業
と
し
て
は
生
産
性
の
向
上
、

組
織
全
体
の
意
欲
向
上
等
に
つ
な
が
る
ほ
か
、

業
務
を
洗
い
出
し
て
ム
ダ
を
な
く
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。
個
人
と
し
て
は
、
仕
事
と
生
活
（
家

庭
や
趣
味
な
ど
）
の
両
方
を
充
実
す
る
こ
と

で
、
仕
事
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま

り
ま
す
。

パワーハラスメント
同じ職場で働く者に対し
て、職務上の地位や人間
関係などの職場内の優位
性を背景に、業務の適正
な範囲を超えて、精神
的・身体的苦痛を与える
又は職場環境を悪化させ
る行為をいいます。

輝く女性応援会議
総理主導で女性が輝く社会を目指
して全国的なムーブメントを創出
し、社会全体で女性の活躍を応援
する気運を醸成するために、平成
26年3月、総理官邸において開催
されました。会議では「全ての女
性が輝く社会」の実現に向けて、
話し合われました。

ダイバーシティ
「多様性」のことで
す。性別や国籍、年
齢などに関わりな
く、多様な個性が力
を発揮し、共存でき
る社会のことをダイ
バーシティ社会とい
います。

表3 男性の育児休業取得割合の推移（平成19年度～24年度）

※平成23年度の割合は、東日本大震災の影響により、岩手県、宮城県及び福島県を除く全国の結果。

資料：内閣府「平成26年版 男共同参画白書」（平成26年6月）

なるほど!? 男女共同参画の豆知識

参照 内閣府男女共同参画関連用語集
厚生労働省資料「職場のパワーハラスメントの予防・解決に向けた提言」（平成24年）
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イイ
クク
ボボ
スス
十十
かか
条条

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン

イ
ク
ボ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
イ
ク
ボ
ス
十
か
条
」
よ
り
引
用
）

①
理

解

現
代
の
子
育
て
事
情
を
知
り
、
部
下
が
ラ
イ
フ
（
子

育
て
・
介
護
等
）
に
時
間
を
割
く
こ
と
に
、
理
解
を

示
し
て
い
る
こ
と
。

②
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

ラ
イ
フ
（
子
育
て
・
介
護
等
）
に
時
間
を
割
い
て
い

る
部
下
を
、
差
別（
冷
遇
）せ
ず
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

な
経
営
を
し
て
い
る
こ
と
。

③
知

識

ラ
イ
フ
（
子
育
て
・
介
護
等
）
の
た
め
の
社
内
制
度

（
育
休
制
度
な
ど
）
や
法
律
（
労
基
法
な
ど
）
を
、

知
っ
て
い
る
こ
と
。

④
組
織
浸
透

管
轄
し
て
い
る
組
織
（
例
え
ば
部
長
な
ら
部
全
体
）

に
、
ラ
イ
フ
（
子
育
て
・
介
護
等
）
を
軽
視
せ
ず
積

極
的
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
奨
し
広

め
て
い
る
こ
と
。

１

イ
ク
ボ
ス
の
定
義

「
イ
ク
メ
ン
」（
育
児
を
楽
し

み
、
積
極
的
に
行
う
男
性
）
と
い

う
言
葉
は
、
こ
こ
数
年
で
か
な
り

浸
透
し
、
若
い
世
代
の
男
性
の
意

識
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
子
育
て
に
積
極
的

に
関
わ
り
た
い
と
考
え
る
男
性
の

中
に
は
、
育
児
休
業
等
の
制
度
を

活
用
し
に
く
い
雰
囲
気
や
周
囲
の

人
が
残
っ
て
い
る
と
退
社
し
に
く

い
雰
囲
気
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る

人
も
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー

ド
が
「
イ
ク
ボ
ス
」
で
す
。

イ
ク
ボ
ス
と
は
、
職
場
で
共
に

働
く
部
下
・
ス
タ
ッ
フ
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事

と
生
活
の
調
和
）
を
考
え
、
そ
の

人
の
キ
ャ
リ
ア
と
人
生
を
応
援
し

な
が
ら
、
組
織
の
業
績
も
結
果
を

出
し
つ
つ
、
自
ら
も
仕
事
と
私
生

活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
上
司

（
経
営
者
・
管
理
職
）
の
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
イ
ク
ボ
ス
は
男
性

管
理
職
に
限
ら
ず
、
女
性
管
理
職

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

２

イ
ク
ボ
ス
が
注
目
さ
れ
て

い
る
理
由
と
は
？

２
ペ
ー
ジ
の
表
２
で
示
し
た
通

り
、
長
時
間
労
働
や
家
事
関
連
活

動
の
時
間
の
短
さ
と
い
っ
た
現
状

に
、
必
ず
し
も
男
性
が
満
足
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。「
家
事
や
育
児
も

頑
張
り
た
い
」
と
思
う
パ
パ
が
増

え
る
一
方
で
、
組
織
の
ボ
ス
（
経

営
者
・
管
理
職
層
）
が
「
男
性

↘

↖

イクボスが社会を変えるイクボスが社会を変える

★
イ
ク
ボ
ス
が
社
会
を
変
え
る

男
性
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

存
在
と
し
て
今
注
目
を
さ
れ
て
い
る
イ
ク
ボ
ス
と
は
…
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⑤
配

慮

転
勤
（
単
身
赴
任
）
な
ど
、
部
下
の
ラ
イ
フ
（
子
育

て
・
介
護
等
）
に
「
大
き
く
」
影
響
を
及
ぼ
す
人
事

に
つ
い
て
は
最
大
限
の
配
慮
を
し
て
い
る
こ
と
。

⑥
業
務
改
善

育
休
・
介
休
取
得
者
な
ど
が
出
て
も
、
組
織
内
の
業

務
が
滞
り
な
く
進
む
た
め
に
、
組
織
内
の
情
報
共
有

作
り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
醸
成
、
モ
バ
イ
ル
や
ク
ラ

ウ
ド
化
な
ど
可
能
な
手
段
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

⑦
時
間
捻
出

部
下
が
ラ
イ
フ
（
子
育
て
・
介
護
等
）
の
時
間
を
取

り
や
す
い
よ
う
、
会
議
の
効
率
運
営
、
書
類
の
削
減
、

意
思
決
定
の
迅
速
化
、
裁
量
型
体
制
な
ど
を
進
め
て

い
る
こ
と
。

⑧
提

言

役
員
・
経
営
者
や
人
事
部
な
ど
に
対
し
、
部
下
の
ラ

イ
フ
（
子
育
て
・
介
護
等
）
を
重
視
し
た
経
営
を
す

る
よ
う
、
提
言
し
て
い
る
こ
と
。

⑨
有
言
実
行

「
イ
ク
ボ
ス
の
い
る
組
織
や
企
業
は
業
績
も
向
上
す

る
」
と
い
う
こ
と
を
実
証
し
、
社
会
に
広
め
る
努
力

を
し
て
い
る
こ
と
。

⑩
隗
よ
り
始
め
よ

ボ
ス
自
ら
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
重
視

し
、
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
。

は
仕
事
を
最
優
先
す
る
べ
き
だ
」

と
い
う
価
値
観
を
も
っ
て
い
た
ら

ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
？
イ
ク
メ

ン
パ
パ
た
ち
は
空
回
り
す
る
ば
か

り
で
職
場
で
の
居
場
所
を
失
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

イ
ク
ボ
ス
は
男
性
社
員
だ
け
で

な
く
、
女
性
社
員
に
と
っ
て
も
必

要
な
存
在
で
す
。
総
務
省
「
労
働

力
調
査
」（
平
成
２５
年
）
に
よ
る

と
、
平
成
２５
年
の
女
性
の
就
業
希

望
者
は
３
１
５
万
人
で
あ
り
、
求

職
し
て
い
な
い
理
由
と
し
て
、「
出

産
・
育
児
の
た
め
」、「
適
当
な
仕

事
が
あ
り
そ
う
に
な
い
」
が
そ
れ

ぞ
れ
お
よ
そ
３
分
の
１
ず
つ
を
占

め
て
い
ま
す
。
上
司
の
理
解
が
あ

り
、
か
つ
パ
パ
が
家
庭
に
参
画
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
働
き
た
い

マ
マ
は
時
間
的
に
も
精
神
的
に
も

余
裕
が
生
ま
れ
て
く
る
は
ず
で

す
。
イ
ク
ボ
ス
の
存
在
は
、
女
性

が
結
婚
・
出
産
後
も
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
職
場
づ
く
り
へ
の

貢
献
に
も
繋
が
り
ま
す
。

３

イ
ク
ボ
ス
が
増
え
る
た
め

に
必
要
な
こ
と

企
業
に
よ
っ
て
は
、
育
児
休
暇

を
取
得
す
る
こ
と
で
人
事
評
価
に

マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
場
合

も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
身
近

に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
（
行
動
の
規
範

と
な
る
存
在
）
と
な
る
イ
ク
ボ
ス

が
い
な
い
、
も
し
く
は
少
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。

個
人
の
意
識
改
革
だ
け
で
な

く
、
企
業
の
制
度
や
社
会
的
な
風

潮
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
イ

ク
ボ
ス
は
一
向
に
増
え
て
い
き
ま

せ
ん
。「
イ
ク
メ
ン
」、「
イ
ク
ボ

ス
」
と
い
う
言
葉
が
浸
透
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
実
際
の
意
識
や
行

動
に
も
結
び
付
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
政
や
企
業

が
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

参
考内

閣
府
男
女
共
同
参
画
局
、
２
０
１
４
、「
平
成
２６
年
度
版

男
女
共
同
参
画
白
書
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
、
２
０
１
４
、「
新
し
い
パ
パ
の
働
き
方
」、
学
研
教
育
出
版
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「
イ
ク
メ
ン
か
ら
イ
ク
ボ
ス
の
時
代

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
時
代
の

管
理
職
の
役
割
」

文
化
活
動
推
進
課
で
は
、
毎
年
度
、
男
女
共
同

参
画
の
推
進
の
た
め
に
、
一
般
職
と
管
理
職
の
職

員
を
対
象
と
し
た
研
修
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
ま

す
。今
年
度
の
管
理
職
研
修
は
、株
式
会
社
マ
ザ
ー

リ
ー
フ
の
榊
原
陽
子
氏
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
研
修
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

イ
ク
ボ
ス
の
存
在
に
つ
い
て

私
は
女
性
が
働
き
続
け
ら
れ
る
世
の
中
に
し
た

い
と
思
い
、
株
式
会
社
マ
ザ
ー
リ
ー
フ
を
作
り
ま

し
た
が
、
管
理
職
の
意
識
が
変
わ
っ
て
い
か
な
い

限
り
は
、
な
か
な
か
男
女
共
同
参
画
は
進
ん
で
い

か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
女
性
の
意

識
改
革
も
非
常
に
重
要
で
す
が
、
イ
ク
ボ
ス
の
存

在
が
閉
塞
感
の
あ
る
日
本
の
厳
し
い
時
代
を
切
り

抜
け
る
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

現
代
の
父
親
の
実
情

現
代
の
多
く
の
父
親
は
慢
性
的
な
長
時
間
労
働

で
、
な
か
な
か
育
児
時
間
が
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。

父
親
に
と
っ
て
の
家
庭
は
、
本
当
は
心
安
ら
ぐ

「
ホ
ー
ム
」
で
あ
る
は
ず
が
、
子
育
て
に
関
わ
る

時
間
が
少
な
く
て
、「
ア
ウ
ェ
ー
」
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
仕
事
が
終
わ
っ
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
家
に
帰
る
の
が
嫌
だ
か
ら

職
場
に
残
り
、
部
下
に
仕
事
の
指
示
を
し
た
り
、

飲
み
に
誘
っ
た
り
し
、
自
宅
に
早
く
帰
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
若
い
世
代
が
迷
惑
し
て
し
ま
い
ま

す
。
父
親
に
と
っ
て
家
庭
が「
ア
ウ
ェ
ー
」に
な
っ

て
し
ま
う
の
が
問
題
で
す
。

父
親
が
育
児
に
携
わ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

父
親
が
育
児
に
関
わ
る
こ
と
は
、
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
母
親
の
育
児
ス
ト
レ
ス
が

軽
減
さ
れ
、
夫
婦
関
係
が
強
ま
る
こ
と
や
、
子
ど

も
に
と
っ
て
、
言
葉
や
社
会
性
が
早
期
に
身
に
付

い
た
り
す
る
な
ど
の
良
い
影
響
を
与
え
ま
す
。
そ

の
う
え
、
職
場
で
有
効
的
な
能
力
が
身
に
付
い
た

り
、
ア
イ
デ
ア
が
仕
事
に
活
き
る
な
ど
、
父
親
自

身
の
世
界
が
広
が
り
、人
生
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

平成26年度 岡崎市役所男女共同参画管理職研修平成26年度 岡崎市役所男女共同参画管理職研修
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●
無
言
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
管
理
職
に
な

ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
、
育
児
・
介
護
休
暇
を

取
り
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
女
性
）

●
子
育
て
や
介
護
な
ど
の
制
度
を
理
解
し
つ
つ
、

管
理
職
と
し
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
相
談
に

乗
れ
る
よ
う
に
し
、
ダ
メ
ボ
ス
に
な
ら
な
い
よ

う
、
こ
の
研
修
内
容
を
活
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。（
男
性
）

女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い
て

現
在
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
今
の
ま

ま
で
い
く
と
、
日
本
の
子
ど
も
の
人
口
は
１
０
０

０
年
後
に
は
、「
０
」
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
先
進
国
に
お
け
る

男
性
の
家
事
の
時
間
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、

出
生
率
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
「�
女
性
活
躍
推
進
�
と
い
う
け
れ

ど
も
、
こ
れ
以
上
、
女
性
が
社
会
に
進
出
す
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
出
生
率
は
さ
ら
に
減
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
男
性
管
理
職
の
人
の
話

を
聞
き
ま
す
が
、
統
計
的
に
、
そ
れ
は
間
違
い
で

あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

逆
に
、
女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
で
、
出
生
率
が

上
が
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

イ
ク
ボ
ス
の
か
っ
こ
い
い
イ
メ
ー
ジ

か
っ
こ
い
い
イ
ク
ボ
ス
と
は
こ
の
よ
う
な
人
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

・
部
下
の
家
族
構
成
を
知
っ
て
お
り
、
部
下
の

家
族
も
大
事
な
存
在
だ
と
考
え
て
い
る
。

・
保
育
園
か
ら
の
呼
び
出
し
電
話
に
つ
い
て
の

事
情
に
理
解
が
あ
る
。

・
職
場
で
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
通
用
す
る
能

力
が
あ
る
。

・
部
下
を
伸
ば
す
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
。

・
責
任
を
取
る
覚
悟
が
い
つ
も
あ
る
。

・
職
場
の
机
の
上
に
家
族
の
写
真
が
あ
り
、
家

族
と
仲
が
い
い
の
で
、
職
場
で
家
族
の
話
が

で
き
る
。

・
文
化
的
教
養
が
あ
り
、
話
題
が
豊
富
。

・
仕
事
以
外
に
も
友
だ
ち
が
多
い
。

・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
お
出
か
け
を
す
る
の
で

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
が
よ
い
。

・
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
。

部
下
は
こ
の
よ
う
な
イ
ク
ボ
ス
の
姿
を
見
て
、

こ
の
人
と
一
緒
に
仕
事
を
し
た
い
、
自
分
も
イ
ク

ボ
ス
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

研
修
を
受
け
た
職
員
の
感
想

平成27年1月9日に岡崎市が県内市町村で初となる
「女性の活躍促進宣言」をしました！

女性の活躍促進宣言とは、愛知県が採択した「あいち女性の活躍促進行動宣言」の趣旨を踏まえ、企業
や団体が女性の活躍促進に向けて取り組んでいくことを宣言したものです。

岡崎市は、女性がその人権を尊重され、豊かで生き生きと充実した人生を送ることが
できる社会を築くために、次のことに取り組み着実に成果を上げられるように進行管理
を行っていきます。
● 女性一人ひとりの個性と人権を尊重する意識づくりに取り組みます。
● 女性のあらゆる分野への参画を促します。
● 女性が働きやすい環境を整備し、職場における男女平等を目指します。
● 女性が性別に捉われず、安心して暮らせる地域社会創りに努めます。

県内の「女性の活躍促進宣言事業所一覧」は、県ホームページよりご覧いただけます。

トピック
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相談日時 ※は祝日除く
月～金曜日※
9時30分～17時15分

月～金曜日※
9時～17時

毎日（水曜日は除く）
9時15分～16時45分

第2・第4火・土曜日
14時～16時
月～金曜日※
9時～17時

月～金曜日※ 9時~21時
土・日曜日※ 9時~16時
火～日曜日※ 9時~17時
（水曜日は20時30分まで）

月曜日※
10時~12時

月曜日※
14時~15時30分
月～金曜日※
9時~17時

月～金曜日※
9時～17時（除12時～13時）

24時間

24時間

月～金曜日※
8時30分～17時15分
月曜日※
13時～16時

月曜日
10時～16時

配偶者からの暴力被害者支援情報サイト（内閣府） http://www.gender.go.jp/e-vaw/index.html

電 話

0564-23-6769

0564-23-6778

0564-23-3113

0564-23-3241

0564-27-2719

052-962-2527

052-962-2528

052-953-9110

0120-67-7830

052-961-0888

0564-58-0110

0570-070-810

050-3070-4498

052-979-0355
052-979-0350

名 称 等

母子相談

DV・女性相談（電話・面接）
【面接は予約優先】

DV・女性相談（電話専用）

DV・女性相談（電話・面接）
【面接は予約優先】

法律相談【要予約】

女性相談（電話・面接）
【面接は要予約】

電話相談

面接相談【要予約】

法律相談【要予約】

弁護士による
DV専門電話相談

住民相談室

性犯罪被害相談
（レディースホットライン）

ストーカー110番

女性の人権ホットライン

電話相談

電話相談

相 談 機 関

岡崎市
家庭児童課

西三河駐在室
（西三河総合庁舎9階）

愛知県女性相談
センター

愛知県警察本部

岡崎警察署

名古屋法務局

かけこみ女性センター
あいち

フェミニストサポート
センター東海（NPO）

女性相談のご案内女性相談のご案内女性相談のご案内
～ひとりで悩んでいませんか～

人は大切にされ、安全で安心して、自由に生きる権利があります。
不安や悩みに気づいたら、ひとりで抱えず安心できる誰かに相談しましょう。

解決への一歩を踏みだしてみませんか。

あなたの気持ちに寄り添い、あなたの勇気を応援します。
まずは、お気軽にお電話ください（秘密は守られます）。

※岡崎市のDV・女性相談の内容等がH27.4.1（水）より現行の内容から上記の内容に変更されます。

「女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク」

あなたらしい生き方を取り戻すことができるよう、まずは電話相談を‼

緊急のとき、身の危険を感じたときは、迷わず110番通報を！

～岡崎市は、配偶者・パートナー等からのあらゆる暴力の根絶をめざし、安全で安心な社会作りに取り組んでいます～

東
庁
舎

図
書
館
交
流
プ
ラ
ザ


